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◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう

　　（昭和41年4月1日制定）
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0
・
と
じ
て
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
…
∩

第
1
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
祭
り

お
面
の
下
は
ど
ん
な
顔

どうだい！！この踊り

、
人
の
動
き
一
ご
あ
ん
な
い

　（昭和59年9月1日現在）i
／　r男　28，379人　　1人緯

；女3L241人　2ε人増

1　．計　59，620人　　21人増

1繍類9，1171？滅

ト
・2ページ…遠見・報駆

　　　　　　に上水遭施設が

　　　　　　完成

㌦　3べ㌻r・が、軸・市民｝意織調壷に

＼物恥噸灘

・5ページ…「ひ達っとこ祭
　　　　　　り」と「十五夜
　　　　　　祭り」（写真特集）

・6ページ…おしらせ

　
こ
の
夏
、
軽
快
な
お
は
や
し
と
笑
い
が

町
中
に
響
き
わ
た
っ
た
。

　
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
、
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ

　
赤
い
着
物
に
白
フ
ン
ド
シ
、
そ
し
て
、

「
き
つ
ね
」
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
「
お
か
め
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
っ
け
い

思
い
思
い
の
お
面
を
つ
け
て
滑
稽
に
踊
る
。

　
「
楽
し
い
か
い
…
…
っ
て
、
そ
り
ゃ
そ

う
さ
！
　
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
た
祭
り
だ

も
ん
」
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
、
幾
日
も
か
け
て
練

習
し
た
。

　
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ
、
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
ロ

　
「
ど
う
だ
い
こ
の
踊
り
、
少
し
は
サ
マ

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
！
」

　
こ
の
夏
、
一
つ
の
祭
り
が
日
向
に
生
ま

れ
た
。
市
民
総
参
加
の
「
ひ
ょ
っ
と
こ
祭

り
」
。

　
2
1
世
紀
へ
向
け
て
、
新
し
い
歴
史
の
幕

開
け
だ
。



7

広報乙1恥うか鴨2

遠見・一考地区

上
水
道
施
設
が
完
成

「獄

Q
も
う
安
心
で
す
b
一

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

謔
T
次
拡
張
事
業
で

　
”
水
”
は
私
た
ち
の
健
康
で
史
化
的
な
目
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
．
要
な
資
源
で
す
、
そ
し
て
こ
の
水
を
み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
届
け

て
い
る
の
が
ト
水
道
施
設
、

　
市
は
、
κ
レ
κ
年
か
ら
市
内
の
未
給
水
区
域
を
解
消
し
、
よ
り
豊

富
な
水
を
み
な
さ
ん
に
安
定
供
給
す
る
た
め
、
六
卜
．
年
度
ま
で
の

ヒ
か
年
計
画
で
ト
水
道
第
κ
次
拡
張
事
裳
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
と

く
に
水
．
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
遠
見
・
塗
脇
地
区
に
待
望
の
L
水

道
施
設
が
完
成
，
へ
－
月
、
日
か
ら
給
水
を
開
始
し
て
い
ま
す
口

水
不
足
を
一
挙
に
解
消

す
で
に
彰
か
ら
給
水
開
始

　
両
地
区
は
、
こ
れ
女
で
簡
易
水
道

に
よ
る
給
水
を
続
け
て
き
長
し
た

が
、
生
活
水
準
の
司
ヒ
に
伴
η
て
水

の
．
需
要
は
年
・
ご
と
に
増
加
、
と
く
に

遠
見
地
．
区
で
は
水
源
が
・
川
あ
い
か
ら

の
湧
水
で
あ
り
た
こ
ヒ
に
加
え
て
、

民
」
宿
を
営
む
川
冬
庭
が
多
く
な
り
た
こ

と
な
ど
か
ら
一
施
設
山
肥
力
を
．
．
．
倍
近
く

L
回
り
、
コ
．
網
場
や
冬
場
の
需
．
要
期
、

渇
水
期
に
は
し
ば
し
ば
断
水
す
る
．

口
「
く
ヒ
水
道
の
収
‘
伽
を
…
…
　
と
い

う
切
実
な
地
域
住
民
の
声
が
相
次
い

て
い
、
ま
し
た
、

　
市
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
こ
た
え

る
た
め
、
κ
レ
六
年
度
か
・
一
、
総
賢
業

費
お
よ
そ
四
焦
．
．
、
「
万
円
を
か
け
て

両
地
区
へ
の
ヒ
水
道
給
水
」
事
を
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
。

几
月
．
日
か
ら
本
格
的
に
給
水
を
開

好
し
ま
し
た
．

　
L
事
は
、
東
郷
町
中
の
原
の
取
水

口
か
ら
幸
脇
圭
で
の
総
延
長
．
万
．
．
．

「
．
κ
百
計
ト
ヒ
后
に
直
径
．
．
百
叶
～

：
だ
H
り
の
送
水
凪
官
を
布
設
。
ま
た
、

．
平
岩
地
区
に
．
κ
卜
疏
方
．
冒
の
中
・
継
ポ

ン
プ
場
を
設
け
、
山
地
区
の
給
水
疑

を
ま
か
な
う
た
め
、
．
κ
パ
日
」
法
〃
好
の

配
水
池
．
基
、
．
症
レ
疏
方
層
の
配
水

池
．
．
基
の
ほ
か
、
κ
疏
方
后
の
減
圧

基
．
基
が
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
両
地
．
区
の
．
平
均
給
…
水
最
は
、

遠
目
几
地
．
区
が
一
人
．
日
．
．
百
し
し
一
．
症

P
、
肇
脇
地
区
が
．
：
白
．
．
卜
八
尼
で

す
が
、
完
成
し
た
施
設
の
給
水
能
力

は
．
人
．
日
．
唱
三
六
パ
目
，
貯
、
こ
ん
ご

は
断
水
や
節
水
を
心
・
配
す
る
こ
と
な

く
レ
分
余
裕
を
も
っ
て
使
う
こ
と
が

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

て
き
ま
」
9
、

　
一
方
、
症
卜
．
κ
年
度
か
ら
．
．
ド
r
．

億
．
．
．
r
．
．
百
万
円
を
か
け
て
進
め
ら

れ
て
い
る
ヒ
水
道
第
鉦
次
拡
張
事
業

水不足から解消された幸脇（上）、遠見（下）地区

』、「らゐ》節『ち斗、，■窃、7〆y「Pぢ」、，〆ゐ、，∠あ、7・あ・フ’ゐ・7’ゐ・7’ゐ・，’ゐ・フ・ゐ・「P・二L・7・jb・物ぎ『Pρあ

は
、
遠
見
・
幸
脇
地
区
の
給
水
施
設

軟h

�
�
ﾜ
め
、
こ
れ
ま
で
に
取
水
施

設
や
浄
水
施
設
な
ど
の
整
備
を
は
か

っ
て
き
ま
し
た
が
、
六
二
．
年
変
を

メ
ド
に
L
咽
を
終
え
る
計
画
で
す
．

す
べ
て
の
し
嘱
が
完
成
し
ま
す
と
、

給
水
入
口
し
万
κ
百
人
、
現
在
κ
万

庖
厨
唯
岬
擁
、
ぎ
驚

、
係
で
は
、
い
ま
ま
で
と
一
に
水
不

r
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
遠
見
地
区
に

壁
お
住
ま
い
の
お
．
．
人
に
、
L
水
道
完

V
成
の
・
暮
を
伺
ぞ
み
ま
し
た
・

湘

．
．
「
人
）
に
対
し
て
、
　
．
八
．
日
．
平

均
六
百
明
哩
［
現
在
．
．
．
百
．
．
．
卜
六
り

ま
で
給
水
可
能
に
な
り
ま
す
．

　
と
こ
ろ
で
、
水
道
事
裳
は
「
地
〃

公
営
企
業
」
と
い
っ
て
、
　
．
般
行
政

と
は
別
に
独
疏
し
て
嘱
業
を
運
営
し

て
い
ま
す
．
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の

　
て
た

ボ
し
す
ぎ
た
お
風
呂
の
足
し
水
が
な

　
と
き
力
詑
リ
ま
し
て
、
不
－

水
の
勢
い
が
ち
が
う

　
　
黒
木
元
美
さ
ん
（
3
4
歳
）

　
と
く
に
出
が
悪
か
り
た
の
は
喫
場

の
し
、
八
月
目
冬
場
の
ト
．
．
月
、

　
民
宿
を
や
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り

　
　
い
へ
ん
苫
労
し
ま
し
た
．
沸
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
，
・
、
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－特

凄．

ﾚ
～

ンノ

黒木元美さん

麟
驚
、
婁
葺
晦
凶
．
齢
丙
壽
鉾
欝

計
4
際
4
卜
召
卜
4
卜
凋
卜
4
卜
4
俸
4
隔
磯
一
驚

お
客
さ
ん
に
気
の
毒
で
し
た
．
市
の

給
水
車
に
も
た
び
た
び
お
世
話
に
な

っ
た
ん
で
す
ヨ
．

　
L
水
道
は
水
の
勢
い
が
ち
が
う
し
、

洗
濯
す
る
に
も
楽
し
く
大
変
助
か
η

て
い
ま
す
。
私
た
ち
・
E
婦
に
と
っ
て

水
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
が
あ
り

ま
す
か
ら
ネ
。

㍉
声

つ
ら
か
っ
た
水
不
足

　
児
玉
市
松
さ
ん
（
6
5
歳
）

拡
張
L
羽
や
施
設
の
締
封
管
理
費

は
、
卜
甲
税
や
袖
助
金
！
．
．
・
雲
か
な
わ
れ

る
の
で
は
な
！
＼
財
源
の
す
べ
て
が

水
道
料
金
㎡
C
す
．
戸
女
｛
疋
し
た
瞳
懇
吊
な

水
が
…
付
ら
れ
る
た
め
に
も
、
水
墨
一
層
目

金
の
山
人
に
つ
い
て
、
み
な
ざ
ん
の

こ
…
埋
解
と
こ
m
励
乃
を
氏
わ
励
凧
い
一
〕
去
す
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
h
兵
．
し
．
齢
P
．
－
ゴ

いる’炊f更　 はう・・なごは、みに
こi事利ヒほ圭たどと川んあ
とi　’にノkん長．二はもかなり
で1 @．洗な　道：ヒ　に　．ヒ　　乱あ　悪、が　気

．す1以冠りがう使1・日りか・．｝－
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　にレL成つなりらしたに
’

　はをたしらい女いたしト使と
　考．同．．てい．ヒ．．捌・ll．～・全うく

　え1貯砂たiい．．ヒ　．くケに
　らにえい　．う水水厘貸出ノ∫夏
　れでばへ　こがをII・II
　な㌔　’ん　 ．ヒ思使水いビ　’

、艶

　餐3
．ゴ

　。＼

　じべな
なな場　児玉市松さん

　　郎　　ら　　k
　　ウ
　　町
　　卜
　　ρ

．傷鮮

蓼R
．・’ e

、　㌃

％！

　湾
　　ぜ

　　有

　　恋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
ゴ’ゐ’フ宵？宵フ・ゴ・ゐ・フ・ゴ’ゴ・ゴ’あ・フ’ゐ・フ’ゴ・ゴ’ゴ’ゐ・7・ゐ・，’ゐ・㌔・フ・ゐ・，’ゐ・ち・7・ゐ・フ’ゐ・フ’ゐ・フ’ゴ’ゐ

　　　　　　　　　」

お
ふ
ろ
の
出
張
妄
始
重

　　

@　

@
移
動
入
浴
車
「
さ
わ
や
か
号
」

　
コ
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
巾
は
　
こ
れ
ま
で
に
ね
た
き
り
の

お
年
寄
り
や
重
度
の
身
体
障
害
者
の

み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
唯
患
磐
裳
、
日
畳
巾
生
活
用
け
ハ
の

給
付
事
裳
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
賢
業
々
」

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
移
動

人
言
唯
－
さ
わ
や
か
ロ
ゲ
」
に
よ
る
デ

ィ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
お
ふ
ろ
の
出

張
サ
ー
ビ
ス
）
を
開
…
始
。
こ
の
ほ
ど

．
回
目
の
W
赴
同
心
∴
行
い
美
し
た
．

　
ゐ
田
第
．
ロ
ゥ
と
な
・
た
の
は
　
日

知
屋
亀
崎
中
に
お
住
ま
い
の
成
合
豊

さ
ん
’
し
し
ト
．
．
．
歳
〕
．
こ
の
日
の
た

め
に
訓
練
｝
々
二
肛
ね
て
き
た
ヘ
ル
パ
ー

．
．
．
人
と
屡
の
マ
ス
エ
さ
ん
か
ら
r
際

よ
く
休
口
々
」
洗
コ
て
も
ら
い
、
　
－
風
呂

に
人
る
の
は
何
年
ぶ
り
じ
ゃ
う
と
、

あ
ま
り
の
快
適
さ
に
思
わ
ず
に
り
こ

　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ヒ
か
　

ノ
　
と
　
　
し

り
　
し
き
り
に
　
会
弘
ナ
し
」
／
．

々
」
陣
「
発
し
て
い
セ
・
一
し
た
．

う
ち
は
地
．
区
内
で
も
．
番
高
い
所

　
　
　
　
　
　
　
一
凶
的
ぎ
侮
凶
r
・
鴨
．
凶
軽
窄
凶
凶
．
’
岬
．
’
樗
噌
φ
h
々
β
驚
¢

サ
ー
　
ロ
カ
　
　
　
　
　
　
成
合
さ
ん
も
気
持
い
い
と
満
足
そ
う
…

　
こ
の
事
業
は
、
利
川
申
し
込
み
の

あ
り
た
点
察
庭
を
直
接
、
移
動
人
浴
肛

で
訪
問
．
お
ふ
ろ
の
サ
ー
ビ
ス
々
鉦

供
す
る
も
の
で
、
対
象
者
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
増
進
と
家
族
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
く
し
ょ
う
と
い
う
の
が
そ

の
ね
ら
い
．
も
ち
ろ
ん
人
浴
料
は
無

料
で
す
。

　
ま
た
、
移
動
人
浴
屯
「
さ
わ
や
か

号
　
に
積
み
込
芸
れ
て
い
る
浴
槽
部

分
は
、
簡
単
に
取
り
は
ず
す
こ
レ
一
が

で
き
、
各
家
庭
の
部
屋
女
で
封
ち
込

め
る
こ
と
で
ゾ
ラ
イ
バ
シ
ー
も
保
た

れ
、
安
心
し
て
お
ぶ
う
に
べ
る
こ
レ
一

が
で
き
ま
す
、
さ
ら
に
、
・
ぺ
量
目
削
に

は
対
象
勇
体
温
・
脈
拍
∴
脂
な

ビ
々
」
チ
上
ッ
ク
．
．
〃
八
L
々
痴
期
し
て
い

雲
影
．

　
嘱
業
は
、
日
向
市
社
会
福
祉
協
歳

ヘ
ム
か
レ
巾
の
戒
欠
壬
…
々
二
叫
4
け
灯
、
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
ト
．
涯
八
の
か

た
か
ら
巾
し
込
み
が
あ
り
、
　
．
週
間

か
ら
ト
日
に
．
回
の
割
へ
口
で
巡
回
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
、

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
由
－
哨
耗
目
に

レ
師
の
診
断
隙
々
添
え
て
、
市
福
祉

事
務
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
，

　
く
わ
し
く
は
同
事
務
所
．
豊
内
線

．
瓦
六
八
一
か
日
向
市
社
会
輻
祉
協
議

会
費
舗
〕
．
．
κ
ヒ
．
∫
ま
で
ビ
う
そ
，

人権問題、農地、借地借家
金銭貸借、戸籍登記、その
他の家庭内のいざこざなど

催
宮
崎
地
方
法
務
局

主
　
人
権
擁
護
委
員
協
餓
会

人権・身の上

相譲のこ対内．（診か

　　　　　　りロ
10月25日（午前10時～午後3時）

市中央公民館

黒
い
．

法務局職員、人権擁護委員

時
所
応
人

　
　
　
ヒ

　
　
麹
る

　
　
ニ
　
ロ

日
場
相
じ

ル1L・ Y

行政
　・猷
ぎ1廣

き　10月9日（火）

　　AMIO：00～PM：

ろ　美々津三

と

oo

活
瞼
支
姪

　
　
　
　
　
　
ニ
　
ロ

ト
津
相

∵
撤

1
　
　
　
　
　
　
！
イ

　
　
応
人

説
る

　
　
　
ヨ
ロ

　
と
相
じ

10月14日～20日秋の「行政相談」週間

総務庁では毎年春と秋に、　「行政相談週間」を設け、行政相談活

動の紹介につとめています、，

　役所や公社、公団等が行っている仕事について苦情・意見など

をお持ちのかたは右表のとおり行いますのでお気軽におこしくだ
さい、，

　　　　　　　総務庁宮崎行政監察事務所



広報読図麺う：か“3

市職員採用

旨

’

卜

｝

1
次
試
験
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　ご

調1
介

内

合
は

’
1

。鳴

1，1

」
ち
～

f
1

負

ノ）れ

たは
めな
1　り

旨

　　長
’
メ

賦
ざ

ね　，

い1

る奔
も

ソ）そ

タめ↑1

な1　み

べはノ
ん　’く

み二な
声みる
を。1隻
「

分の”
　　　　を

　　　　め

1市搬
　　　　多

けのノ

」、

る
レ

う

て

斗

1過ちカ

4）反111

1川II曳1

はな民

りし1

墨で1二

る度ノ）

濾
も蛎葬画
かて策ノ、

ノ

め

」見
r
1

41

カ

ム♪

ノ1

A

1
1
1

f

，

ち
　ノ、

伎
I
l
月

ノ）

な前i
　」　　　●

ご後1
い明ノ
長ハ　l

l力
　　硅で1

　　プ）ノ，

　　jll、1量1

か昭

　　は

の　
1

　　響

・トイ・

lli構「1

一三肢
か皇　み
り　 ’　ノ

t

｝

ゐ

瀬

田　溶

暗膣
　　てl

　　lなめ
　　かる
　　　　ノ1　い

さ

圭

ざ

蓑

な

　　II　り
　　し
現、1哉か巾
袷

11」

は

1

i
日

　lJllljたは

’企「　’
1　’口1J

　を白内

lft　イ己　 L、　；

「

同
け

実ノG
施をll

L対も
て象
　　　　1

　　　1成
　　「旧ノ

　　民1

　
　
　
1

肌
一
¶
■
－

1

　
」
よ
、
日
’
円
b
俄
、
1
一
へ
H
／
ぼ
笑
ほ
訳

　
　
　
　
　
i
　

I
　
J
　
　
　
　
イ
ー
　
　
　
　

－
　
　
一

除
ハ
々
一
つ
匁
・
の
山
女
緬
阻
て
！
卜
い
七
メ
弓

　
▽
試
験
区
分
－
　
般
レ
務
、
屯
気

技
伽
、
保
健

　
　
　
　
　
コ
ド
モ
　
と
　
　

キ

　
　
　
　
　
如
　
鈷
●
イ

　
▽
採
用
予
定
人
員
－
い
つ
れ
の
職

司
も
μ
右
一
名

f
　
▽
受
験
資
格
　
昭
和
　
一
　
向
四

月
　
目
以
降
一
q
圭
ハ
≠
カ
ノ
戸
・
、

，
～
林
・
は
司
い
長
ぜ
ん
　
武
倹
ズ
分
朔

．
・
は
つ
㌔
の
レ
一
お
り

　
・
　
般
レ
務
一
尚
苫
，
～
枝
程
万
力

　
立
教
喪
菰
有
弓
る
か
た

　
・
屯
気
技
術
ー
レ
貼
気
一
円
一
、
　
1
1

苫
》
枝
〃
－
菜
霧
隠
の
幽
門
知
識
べ
看

一
る
か
た

　
・
保
健
婦
－
保
健
婦
免
論
〃
有
一

る
か
た
、
郵
オ
は
眉
仙
六
一
向
月

　
－
　
日
圭
・
・
一
な
格
取
召
見
匹
タ

ノ
カ
た

　
・
現
菜
－
　
般
教
喪
お
よ
ひ
柴
務

に
耐
え
る
こ
し
一
力
．
、
㌔
る
体
力
六
有

　
　
し
　
　
ド

5
る
カ
ブ

　
試
験
は
、
身
体
一
瞬
占
の
あ
る
カ

／
ご
も
’
之
け
与
ハ
t
斗
か
、
白
リ
ド

頑
勤
し
、
允
護
一
な
く
．
・
ち
臼
1
ー
カ

戸
」
㌔
「
る
カ
ノ
ー
双
り
郵
一

11　1を1彗日1
目・るはill㍉簡
　111二　・kノ）

月「ヒた［　人郵△験
　rへ
’1み

後IID

llめ

rl切

より
ごI

　i
　lI

郵1

　　ヒ　　　　　　　メ、　　　　　　ノr　　イ各　　　　　　 fイ＼　　　　　　jl£　　　　　　！「～∫

・▽向・　・1】り名▽ノJB）

1ド受接試適試死の第試現

1区ヒに・二階手
flr朱1（・続
用運動、。肖巾き
つしし川」｝＼垢残

月1リ　’rケ〔5u

ll／1、栓｝る、，果

簡1試ヒi
を　　　　

1
　 【　I　　　 il）4～　　　　 ＼　　　　　

を
）

同切申はり
列fへ’圭

　　　　　　　　1』二’　”式。式｝’
験軽i険謹み二験業時気事般験験’i＿

雷物盗1購灘冒」踊次
　Ilb　i験時圏’・1／l1
4＼ノ助　　　間教曽保検　　、1り
　　　　月第）養門生奔般職ド’万

㍑懸1蝋幽璽擁
之　1　　合　 ’　教　時　　　日

②一①＿日▽般
　　　　　第事
　　　　　　　務
　　　　　・！試な
　　　　ド；渦験ど

　　　　中…4

　　

獅
S
日

般
務
な
ど
4
職

　
▽
第
一
次
試
験

　，

い

ト

て・

体

集
II【

ノ｝

d

　匡

　＼

ろ

　　　L’

歎な
ナ　　レ

デ

lll口

’　　　　1

奔ヘ
ノ）毛

馬、目

’
ノ

’

1目調

博奔
　　人

参i

　

＼保
［健

［1瞭

　　機

ム
｝
「
l
l

有㌧

ゆ

，

カ

i

　，

い

I
I
，
I
I

ノ）

≠，疋

ノ）【由

ノ）

はr田
力f11

　　　、

11餐叫

引

／、

」
11

　〈

り

II

II］

〕　1

トわ
　　　、几

1
，
1

宇
ノ
し

レ

P

閉
5

る

な

お

　IIIL

ヘ

ノ1

’
’

澗
介

人
　
1

1

声
デ

しし

艇

」

1
卜

　，

1
、

II］旧

㌧　‘

1

1

1

1二」

H
4

jlP

解
し貼

二

六

＼

、1周

脊

用
1氏

つ

届

’

㌧
」

距

ノ

う＼

L協1狂

l／Jほ
ノ

、

、

り

／
／し

fl占1

人
ろ

使
用
｝

る

ち

ノ♪

ダ

は
ρ
，

り

｝

κ
1ウ

k
イ
i

見

「

使

用

｝
ノ
）

ち

わ

一
－
＼
一
長
r
　
、
山
け
ハ
け
・
呵
　
べ

一
　
　
！
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
1

μ
　
明
ー
ノ
■
り
！
p
　
軋
広
一
る

カ
、
狂
ノ
は
西
一
り
巾
職
目
旨
f
霞

一
「
　
・
浩
v

　
一
わ
一
」
・
レ
　

一
い
．
は
巾
／
ボ

画
財
政
課
　
回
内
保
　
　
　
　
、
お

　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

’
墨
ノ
，
＼
　

〉
　
」

10

獅
P
0
日
～
1
6
日

40

ﾎ
か
ら
の
健
康
週
間

り

た

レ

戸

は

ち

り

虹
モ’

ん

わ

れ
ま
二

5

か
　、

健

康限

L問ご
琶成
後ノ＼

のIIり

・lli二

備防
二は
ノ1匹1

は1
「卜代

酒か
1自1

1
ら

レ

い

ノ）

ブ

め
ノ）

週
間
こ

5

「t4

1
1

で
1

明
力

↓，

ゐ

健
康
　♪

ノ
＼

し

「

カ

L，女
I
I

纏

る

しノ）

り1周

間ノ
ほ

　　の
四

｝

成
〆う

レ，

ノ，

f
建

康
・場

川

　　　1

　　月
lrl

か目
りは
｝

，、七

日育
女の

｝■’

」

の
1

日

1周妄

、

の　　IIll

変な昭時
器蔭岐手・1

”紬～　名≦　‘　目il

ロし

めめ日　i八
圭　切岐晶Ii巧

十ト　り　’之　日

ん後けのi
　，　　び）　　　イ、j　　　／i

　　　　　

　　験　長わ・，
　　区　り　L’｝

　　り♪　ん　ひ　1養

亀1’　朱の　あ　r丞

日階干るノ）
か寸i　も場

る　　14）

こ脂　気

と川　て
4【ケ kイ1

津格効
受試

　　　　　分イ1験
丸　1ナ　往とカ・1巧

　　　　　　　川へ
　　　　　　　は1

　　　　　　　　、　し

圭

／＼

ユじ

は

｝

月
1

1
1

i
i

申たの
　’dlI

同i口

筒の

一
つ
い
．
「
も
、
二
つ
佐
＼
の
備
／
か
ピ

要
・
・
一
　
私
ノ
ち
の
カ
け
か
／
み
な

い
財
雇
　
－
健
康
刈
り
、
わ
な
い
ー
ト
ー

し
カ
け
長
一
〕
墨
，

　
ら
な
ノ
は
健
康
戸
ー
カ
　
一
二
一

旧
用
か
二
丁
レ
＼
、
ノ
め
ら
い
な
ノ
＼
－
は

い
　
ヒ
’
へ
口
・
／
り
れ
る
八
戸
何
入
い
る

（
し
」
一
か
　
同
一
實
問
を
へ
1
川
の

　
i
－
成
U
r
の
入
、
　
「
入
一
唯
一
い

＼

お

ノ

4

ね

く

ノ

い

い

こ

は
rl∫

／

〆⊂

ノ）

ほ

職力
‘　■　　　　、
し1

課く
　　　わ

微、

・保一

　　　こ

6

ドリ

通半月
知
ト

長

5

小
4

る
レ

レ

’

’
ト

1

日1
’日

巾
没
1リl

Ili｝

月▽
　　合

恪
　允

’人
へA

弔
へ’

’わ

’　k
本プ）試次
八掲験II氏

あ小は験
ゼ場1は
〔l　　l

ノ、

1乙’

ノ

／円

し

ノ）

と
人

保
／
建

1
1

宇
ろ

か
た

ろ
弐
1

象
ζ

健
康
llノ

j

奔

　　や
FIJ力

内ノ

レ

ろ

で

巾

は

四
i

成

以
「

再検ゐ

ノ〉国軍

竹民弓
ノ

ズL

I

カ

か
ノ

」L

キ

う

ノ）

ノ＼

o

ノ
＼

1

　1

　更

調
馬

ll，「

’
i

占

ノ又1

カ　1

何ノ1

り　t

カ　’

ノ

　　り

仁んU
搾

　　　　　卜

昭
佃
1
1

1

ノ＼

l
l

ノ〉

国

民

数健月1

ノ）

四
ノ1

A

l
l

θrノ

1

‡

、

1｝ミ

r

あ〆
る殉

し

ノ

／へ
［1

／

オ

入

は

装ヒ

「

　

F

る
L

　目
’ノm♪

　は

る

田

l
f
］

レ、
卜
1
乏

／、

11附　1’

1川　1

’r体

昭
佃
1
1

i

し
l
l

｝

ノ
」

ノ

，1

ノ

う

け

’

、周

奔

力

ら

り

気

5

1捻
閃」甲

1り

（

L

ノ

．し・

カ

け

仁

「

［
ト

，

や
催

康

相
111＼

な
レ

　k

l占

極
1白

1

出

r

1

の
1」

1味

ウ

レ，

も

健
弓
ミ

i〆）

詮

　

々丈
ノノ

11り

に

めll鋼】

ノ｝

1

〆「
、

！

へ
凶

l
l

「

、

ウ

か

カ

り
1

ノ　／日り

しし

り

　，

な

り

’

㌧

」

　　　カ

i力

防る

ね

ノ♪

1
ト

　〕

ζ

な

／，

し

い

　｝

レ

　戸

」

レ♪

い
ノ）

要1
な

　　地
ノq・1

カ　1

しノ

1
＼

第
〔

多

（

見

ん♪

　♪

＼
攻
で
1

ゾ）

る［
I
L
l

　
l

llk

旨　し

る　「

ノ，

は

！9［成
　　1リノ＼ウ

　　因1内／

’ね
f
i

／＼

や
’ち＼

1，r

1，

ノ）
h
l
I

気
：

1
1
、

刀ほ　’
1日［’｛脳

1、1和’r

f、‘’

・く

　l

li

ゾ）

L」

｝

1
1

1／

伎

（中II臼ll肖

中

・」・

臓
l
l
㌧

な
し

ノ）

　，

円
㌧N

説

け

し亀

L

5

リノ
／／li

「k

I
尺

llL

，’

！伽

／
l
l

し、

♪

～

π

＼

「

カ

ノ
）

機
ト
ノ
1
1
1
j

用
1

目

、う　も

！」，　’

ノ

〆k

L」

’

㌔㍉

LL

玄

ホ

ノ

’　　ノ
ノ　　　　！

　　1川

1　　、

多ノ1

湖

＼

ノ1

ノザカ

ノ）

ノ

つ
♪

1り旧1L

lk区

　｝

＼

り

し

成

へ
l
l
l
」

，

上

営

々く
ノノ

ノ
、

／11】

　

I
i

l

明

か

レノ

リ

自
分
は

前
夕
で

一
あ
る

O

〆駆
．噺；

465％

都
制
…

f　
　
？
・

δ
硫

勺

O

、
　
0

■

騨

　
水
の
循
環
と
私
た
ち
の
生
活

　
入
曽
の
之
明
力
川
の
ほ
レ
一
り

に
始
ま
っ
た
し
ナ
ー
、
私
ズ
ち

の
q
r
網
は
人
ロ
ー
ー
カ
ら
八
塾
一
几
俸
い

カ
カ
わ
り
を
も
，
．
」
き
梨
し
た

そ
の
水
は
入
目
鉄
、
の
，
昌
み
力
中
－

　
　
　
　
　
　
　
　
r
、
　
　
け
一
D
　
　
！
！
／

　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
I
陀
」
月

と

道
一　の

　　根
　　イ馬1

　　な

　　の

　ノ

も
’
1

命

ノ）

’
1

物
に

ヒ

くも入
’4）間

4ご！
へほけ
‘なの

カ
！
ノ

水
は

ノ）1ペ

ィ　1
、

4　二

　　L亀

オ’

か

え

1る循

r
㌔
4

　
二
丈
、
川
や
淘
な
と
の
水
域
一
／
、

入
潮
の
い
こ
い
の
側
て
も
あ
り
重

4
　
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
は
使
川
ー

オ
水
を
も
ヒ
の
消
瀞
な
水
：
し
．
・
目

鉄
、
一
返
ー
レ
い
一
、
水
の
循
環
に
お

け
る
八
削
の
没
削
を
果
ざ
な
け
れ
は

な
り
な
い
ゐ
ご
4
　
こ
の
没
胡
ん
一
栄

ノ
L
．
・
い
る
の
カ
ー
ト
水
道
て
4

卜
水
道
は
、
二
の
よ
つ
な
取
循
環
／

人
7
ム
の
中
ぐ
、
た
い
へ
ん
弔
要
な

没
胡
を
果
ノ
し
ご
い
る
の
（
5

　
「
下
水
道
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

　
み
な
さ
ん
か
り
、
卜
水
か
流
れ
な

い
　
し
い
一
屯
活
か
し
く
あ
り
長

う
　
そ
の
ノ
ひ
一
磁
か
め
戸
」
い
圭
一

か
、
そ
の
ほ
と
ん
レ
一
は
道
路
わ
㌔
一

ρ

噛

　な放そ1流
　りらノ1　れ
　仁　’力側べ

一蚊流講か
　　やメll　ノ

　　咽山1
　　∴1，！｝妨

　　へしノけ
　　　ノし　　　　し

　　’1な1・
㌧　のり隊い
　　　　　　一　　 ，

も曲んつlh／
ヒ1，⊥ご4）水

14もご

　1うた

丁や人そ
＝lIlilプ）

　　＝顧た
カ　［かめ
ヘ　　 ノし　　151」　　ζ二

り袋渠勾
ヤ　’（配
1／1し4も

くウの少
’／　⊂な

　　ム　’く

　　ヒ看　’

ノ）の語気

ご

ホ
水入降　，1，一つ

ろカ　・川わく
甘いオdl冒口，
1力巾ヒてノl
llll／kかい二
1ド」げ」ろ小、るい
ltノ～　，塩レ各　集　る

ちIll　lほ1鯛

戸・オ　㌧r講
．もり本4
い力　’未
なご農道
い　’地路
ノ）みか1

を

ト

爪
、直

し

イ昌

命
1

’

し」

レ

田
’［」

い
v

ノ

ハ

／〆いご［ド1

リノ）一一／計
11邑卜矢月
月氏水かり
〔 ’酒1か
な付” 二・、

ノ髭　イll　：　　　し　　イノ、

　　な，ノ）／

1
ない
し　　F

ろ　’

こち
＼ノ）

な’1

あ
な
た
へ
の
た
い
せ
つ
な
お
便
り
の
た
め
に

　
　
郵
便
受
箱
の
設
置
を
”

，
｝

　サ
、9“

團
窺

ミき決
＼

郵便受箱のお問い合わせば
　　　　日向郵便局（鯉〔23442）へ

郵
便
保
険
の
掛
金

　
お
安
く
な
り
ま
し
た

い

Ih

π　・

＼　　＼

のわf
乖［■

便㌧’

局L
＼　1

お’
　　　♪
あ

〆　　1、

事

ねは
く
ノト お

lll；

l

IL

ノ

、’

　ノ

ダ
L

L　巳1り目fl　　圭
　　　ヘ　　　　　　　ア

1　カIIII財二1
’κ1用岨1市政プ）

1ム巾

q，1

／、
rユ

餌

Ibl由1／1

い民な
戯ノ，

1な
な
筈

ん

の

し

＼

ノ）

は

ハ

お郵
り

伺D∫

。妥長

ケ、　　、
硬

’1↑fi

て

ζ

「

閂／
l
5

1

・土

用

ノ
1

い

長

5

か

掛
の

金

佳

1・㍉

）

↑
レ

　

戸

払

わ4

ヒ｛111bつ以

L明い的
’保’に
之1 ﾄ上品

ノ
1

る

1

く

な

り

気イ｝1

肩封

いけ
1紅

　　ゐ

配，ll

・レ

べ

し㍉

≠

オ

い
／レ

ら

な同

　　L

髪1
おlllノ

l
l

l
l
し

l
1

1＼

月

契1

に

引
＼

1
・

け

塩乏轡，｝

炊
l
r
r
J

傷
II

h

b111

／1約

　　ノ）

い川
　　け

　　令

　　けill

白↑；
円1【＝
しノノ1川

r

＼

四　　べ

「「ゐ
　　11場明
’　　「　　／
　　目　［日

円円
おカ
’な四か険［’1

て〃月　の
なへの「カ
り　「測〃オ

計
、

’例

iノ

ノ【はり
ll　’力

感　　L
　　　l「

」’

註ｬノ
と力
保女

＼険
トノ）

け損

　　配

　　月

け

↑目

力か
ヒ・，

均i匡1，

氏便
　　局
ノ、ノ）

θθ簡

ち易
引保



4広輯z刀”州県馳

同和教育研究大会囮
部落問題を

人の課題に1人1

　
第
　
回
日
向
巾
同
和
教
育
州
究
人

会
は
八
月
－
八
日
、
巾
の
中
央
公
民

館
て
．
狗
わ
れ
ま
し
た
、
今
回
の
人
ヘ
ム

テ
ー
マ
は
「
差
別
の
現
失
に
床
く
ま

な
ひ
、
部
落
問
題
を
　
入
ひ
と
り
の

課
題
に
」
。

　
こ
の
人
会
は
、
巾
と
巾
教
委
、
同

和
教
育
研
究
協
議
会
、
部
落
解
放
同

日
知
屋
小
学
校
五
年

　
　
　
　
　
河
野
里
美

「
ほ
ん
の
少
し
し
か

ち
が
わ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
九
月
の
は
し
め
に
、
　
「
明
日
に
向

か
っ
て
」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し
た
，

映
画
の
中
て
、
陸
一
競
技
人
会
か
豹

わ
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
ひ
つ
く
り

し
ま
し
た
。
み
ん
な
み
ん
な
丁
、
足

か
不
自
由
な
人
、
目
か
見
え
な
い
人

た
ち
は
か
り
な
の
て
す
。
て
も
、
私

た
ち
の
学
校
の
並
日
通
の
運
動
会
の
か

ん
は
り
よ
り
、
す
っ
と
す
っ
と
す
こ

い
の
て
す
。
障
告
者
の
人
た
ち
の
、

全
力
て
ぶ
つ
か
っ
て
い
る
委
を
全
校

4
徒
で
見
ま
し
た
。
本
当
は
私
た
ち

と
こ
に
も
障
害
を
も
っ
て
い
な
い
私

た
ち
か
か
ん
は
ら
な
け
れ
は
な
ら
な

い
の
に
、
ま
る
っ
き
り
反
対
て
す
。

わ
た
し
は
は
ず
か
し
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
の
学
校
て
は
、
こ
と
し

η
生
に
．
人
、
こ
と
は
に
埠
占
を
も

つ
r
か
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
連
動

盟
日
向
支
部
、
巾
職
員
祁
落
解
放
研

先
ヘ
ム
、
部
”
済
解
放
H
向
地
区
目
へ
闘
ヘ
ム

X
眠
の
1
1
へ
酬
栢
　
こ
の
日
、
八
ム
場
と
な
，

た
巾
の
中
・
m
へ
公
民
館
は
、
教
育
や
福

柑
関
係
名
、
　
般
巾
民
な
と
約
ー
ハ
七

八
の
参
－
二
者
て
理
ま
り
ま
し
た
、

　
ま
ケ
、
栗
不
秀
敏
実
’
臼
委
員
長
か

一
程
た
ち
の
毛
の
中
に
ひ
そ
む
Y
／
1
別

円
を
謙
虚
な
ノ
八
拍
ち
て
見
つ
め
、
占
’

か
ら
線
へ
、
線
か
ら
面
へ
、
そ
し
て

空
間
へ
と
連
動
の
輪
を
広
げ
k
う
・

と
あ
い
さ
つ
　
つ
き
に
”
昌
本
巾
k
か

、
こ
の
人
会
を
新
た
な
失
践
活
動
の

　
へ
一
！
と
し
て
位
舶
つ
け
、
明
日

か
ら
の
躍
別
の
な
い
町
つ
く
り
に
’
回

カ
　
て
ウ
ち
ー
カ
リ
な
け
れ
は
な
り

支
ぜ
ん
［
と
述
へ
た
あ
と
、
引
き
続

き
」
山
院
講
頑
に
移
り
ま
し
た

　
講
頂
は
、
　
「
冠
き
て
い
く
と
い
つ

こ
と
は
」
　
　
を
テ
ー
マ
に
ル
部
洛

解
放
同
盟
人
冷
汗
連
婦
人
諾
k
の
田

川
由
心
美
f
さ
ん
か
約
　
時
間
宰
に
わ

た
っ
て
話
を
し
ま
し
た
、

「
差
別
で
は
？
」
と

問
い
た
だ
す
勇
気
を
！

　
人
川
さ
ん
は
、
被
ド
凸
別
部
”
洛
に
4

ま
れ
、
　
一
　
歳
て
人
を
失
い
な
か

b
、
　
八
の
．
一
と
も
を
女
丁
ひ
と
っ

て
育
て
て
き
た
呂
労
、
そ
し
て
そ
の

慣
　
，
口
り
か
受
け
て
き
た
ボ
石
別
の
体

験
談
な
レ
一
も
含
め
、
現
ぬ
も
な
お
あ

と
を
た
た
な
い
〆
別
事
伺
、
家
庭
内

て
の
〆
別
昌
〕
識
や
ゴ
、
－
別
観
念
な
ヒ
を

弓
也
に
　
ユ
ー
モ
ア
を
父
え
な
か
5
、

助
に
は
激
し
い
口
調
て
凱
っ
ほ
く
溝

．
韻
　
参
加
者
た
ち
は
執
心
に
メ
モ
弓

る
な
と
懇
懐
な
人
情
て
月
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
「
　
一
数
’
弓
、

解
放
止
動
を
や
り
て
き
て
思
う
こ
と

は
　
ボ
ハ
別
を
し
た
八
に
，
そ
れ
は
π

別
て
ば
？
”
と
問
い
た
た
5
男
ノ
八
を

持
つ
こ
と
か
必
要
て
4
1
」
と
鈷
か
と

会
場
か
ら
成
…
ん
な
拍
f
か
わ
き
ま

し
た

　
虫
た
～
後
か
ら
は
、
人
格
…
教
育
や

召
ヘ
ム
啓
発
を
と
の
よ
つ
に
進
め
る
か

や
、
部
落
問
題
を
考
え
る
映
画
鑑
賞

な
と
を
テ
ー
マ
に
し
た
四
つ
の
分
科

ヘ
ム
に
分
か
れ
、
レ
ポ
ー
タ
ー
の
報
バ
ロ

や
研
先
発
人
を
も
と
に
註
議
を
’
臼
つ

な
と
こ
と
し
て
　
回
目
を
迎
え
た
、

「
同
和
罠
教
ム
目
州
至
人
ヘ
ム
」
は
成
川
ヘ
ム
の

う
ち
に
”
琳
を
羽
し
ま
し
た

納
税
貯
蓄
組
合

　　

n
区
別
説
明
会
に
ご
参
加
を

各
内
頃
U
．
一
ノ
き
ー
リ

　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
　
一

　
ウ
諭
「
1
7
チ
　
i

　
　
　
　
◇

　
と
こ
ろ
て
　
h
よ
陸

　
　
　
　
　
　
一
　
ζ
　
千

尋
山
蓄
組
へ
日
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
ト
人
の
日

程
て
竹
い
表
弓
、
組
合

を
つ
く
ろ
♪
と
い
う
か

た
、
ま
た
…
粗
八
ロ
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
か

た
は
、
せ
ひ
こ
参
加
く

た
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
巾
税
務

課
〔
容
内
線
1
1
　
六
～

熱っぽく講潰する大川さん

　
　
　
　
私
た
ち
は
”
税
金
”
を
納
期
限
圭
　
　
H
こ
ろ
か
ら
納
税
の
型
置
を
し
て
、

　
　
　
て
に
納
め
な
け
れ
は
な
り
な
い
こ
レ
ー
　
お
1
1
い
に
協
力
し
合
い
、
励
ま
し
合

　
　
　
は
知
っ
て
い
て
も
、
つ
い
b
れ
た
り
　
　
っ
て
納
め
よ
う
と
い
つ
の
か
「
納
税

　
　
何
か
の
事
陪
て
厘
れ
た
り
す
る
こ
ヒ
　
　
賜
諾
組
合
　
て
す

　
　
　
か
あ
り
ま
ぐ
、
そ
の
た
め
に
督
促
相
　
　
　
ま
た
、
納
税
馬
蓄
絹
へ
口
に
は
つ
き

　
　
　
や
延
弗
令
な
ヒ
余
分
な
お
令
を
納
め
　
　
の
服
奨
金
か
父
付
さ
れ
て
い
ま
弓
。

　
　
　
な
け
れ
は
な
り
な
い
は
か
り
か
、
”
〆
　
　
　
①
設
》
助
成
金
（
勒
し
く
組
合
か

　
　
押
え
”
な
と
お
〃
い
に
い
や
な
思
い
　
　
設
ウ
し
た
と
き
）
一
組
合
員
　
人
に

　
　
を
5
1
る
こ
と
に
な
り
毒
す
　
　
　
　
　
　
つ
き
白
円
　
②
奨
励
令
一
納
付
総
額

　
　
　
　
こ
の
よ
つ
な
こ
と
か
な
い
よ
う
に
　
　
の
　
％
　
的
牡
別
奨
励
令
一
納
　
付
μ
日

ぜ
ー
ソ
ー
－
匿
ー
ズ
　
　
　
　
》
義
一
「
く
」
～
…
蔦
一
層
ノ
轟
－
質
ゾ
、
一
↑
ξ
b
一
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
一
、
　
2
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ

1
1
　
几
）
か
保
険
向
八
丁
課
〔
容
内
線

1
1
1
1
八
）
へ
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。

納税貯蓄組合説明会地区別日程表

場へ
」

㌧1／f艮コ、1㌧向
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f田巳ン、1く負～

d　，磁コ、1く爵i～

膿襲季t炉，巨人．ヴ）ち＼

1幸1日1・1」2、1く声B

民々、rコト！く角，

時

月1日r月’

f妾7月｝カリ

月～日〔人㌧〕

f麦711｝カリ

月3日〔小、）

f妾711㌻カリ

月4日〔イ、｝

で麦71i｝カリ

月5日〔争）
f妾7日｝カレ，

月8日tll｝

f妾7日｝カレ2

月g目〔メ（｝

f妾7日￥カ・り

区地

9

日知1屋本射1

枝　　　銀

児
　
　
右
　
レ
筋

享h田1

イ田

財　祀

ま。吐

会
の
と
き
に
は
、
そ
の
～
た
ち
を
み

ん
な
て
見
込
っ
て
あ
け
ま
し
た
　
て

も
　
こ
れ
カ
ら
中
い
ξ
に
の
っ
て
い

る
人
や
、
目
か
見
え
な
い
八
か
こ
の

日
増
屋
小
字
枝
に
出
向
か
先
に
人
．
f

し
て
き
た
ら
、
せ
っ
た
い
気
持
ち
よ

く
勉
強
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
て
き
な

い
と
思
い
ま
す
、
そ
れ
は
、
そ
ん
な

障
∴
を
持
つ
人
た
ち
の
た
め
に
、
な

に
も
設
備
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
て
す
。

　
も
し
　
郷
占
を

持
つ
～
の
お
母
さ

ん
か
あ
る
小
学
校

に
人
学
さ
せ
た
い

　
も
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

と
し
’
た
と
き

そ
こ
の
校
k
先
4
や
先
4
　
同
か
人

学
さ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
考
え
た
っ

た
ら
、
わ
た
し
か
思
う
に
は
、
そ
の

人
た
ち
は
決
し
て
八
聞
て
は
な
い
と

ノ
乙
贈

り

々笈
中

思
い
ま
す
，
も
し
、
わ
た
し
か
そ
の

．
一
の
お
～
さ
ん
の
ウ
場
た
っ
た
ら
、

　
睦
口
通
の
．
～
と
ち
か
っ
と
こ
ろ
は
、

目
か
見
え
な
い
こ
と
、
足
か
つ
こ
か

な
い
こ
と
た
け
し
㌣
な
い
て
ヶ
か
、

ほ
ん
の
少
し
、
本
当
に
一
1
ん
の
少
し

し
か
ち
か
わ
な
い
た
け
し
ゃ
な
い
て

す
か
　
と
、
き
っ
と
い
つ
は
す
て
ポ

こ
の
・
又
の
つ
・
5
、
に
は
、
　
、
〆
別
を
す

る
な
」
と
い
う
こ
と
は
か
ふ
く
ま
れ

人
権
作
品
集
の
中
か
ら

脳
裡
を
な
く
し
て
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

知臨
　
、

罫

河野里美さん

て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、

こ
れ
か
ら
は
目
か
見
え
な
い
八
や
、

f
足
か
小
自
由
な
人
た
ち
か
こ
圭
．

て
い
た
り
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

に
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
愛
の
f

な
と
を
さ
し
の
へ
た
り
、
見
一
，
て

あ
け
り
れ
れ
は
い
い
な
あ
レ
一
川
い
い
圭

4
　
舶
、
の
中
・
に
は
、
泊
の
か
た
5
み

て
も
い
い
か
ら
、
、
〆
q
…
刎
た
め
　
と
い

－
こ
・
ほ
を
い
つ
も
い
つ
も
げ
れ
て

お
こ
つ
と
H
じ
’
て
し
ま
引

そ
れ
か
尻
・
障
婁
暑
た
け
に
か
か

わ
る
こ
と
た
け
と
二
日
い
て
い
ま
し
た

か
、
八
格
…
と
い
ノ
の
は
、
障
占
名
の

日
別
た
け
て
な
く
、
人
種
間
題
や
歴

史
な
と
か
ら
、
Y
1
1
別
な
と
い
ろ
い
ろ

あ
る
と
い
つ
こ
と
を
画
技
の
話
て
知

り
帰
し
た
、
て
も
、
柔
く
わ
か
り
な

い
こ
と
か
あ
る
の
て
、
こ
れ
か
ら
判

会
の
し
く
み
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ

　
　
　
　
　
　
　
な
こ
と
を
勉
強
し

　
　
　
　
　
　
　
て
い
き
た
い
と
思

　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
、
ヘ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　
八
櫓
問
題
て
な
や

ん
て
い
る
八
か
い
っ
は
い
い
る
と
い

う
こ
と
も
き
い
た
の
て
、
そ
ん
な
ド
留

別
か
憎
く
な
く
な
っ
て
、
み
ん
な
か

気
撃
ち
ヒ
く
、
楽
し
く
過
ご
せ
た
り

い
い
と
川
い
い
ま
ポ

　
わ
た
し
か
人
人
に
な
，
た
と
き

に
　
Y
凸
別
力
な
け
れ
は
い
い
な
あ
レ
一

－
－
心
し
ま
5
　
ご
も
　
も
し
ぜ
ん
別
力
表

た
あ
’
た
り
　
わ
た
し
の
植
わ
り
か

り
て
も
ぜ
ん
結
し
な
い
し
つ
に
し
て
い

き
た
し
て
」
9
。

　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
1
1
感
想
1
1

　
〃
符
名
　
は
「
阻
　
占
」
者
の
白
・
ゾ
の

映
画
を
見
た
り
、
連
動
ヘ
ム
て
降
i
U

を
持
，
た
．
ー
レ
一
も
の
か
ん
は
り
を

失
心
見
た
り
し
て
、
へ
8
の
］
無
占

児
教
育
の
お
か
し
さ
を
鋭
く
指
摘

し
て
い
圭
4
1
　
そ
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
三
会
の
．
小
斉
に
も
目
を
司
ナ

ヒ
ノ
ヒ
し
て
い
圭
弓

　
い
ま
、
　
「
一
望
　
児
は
、
そ
の

障
占
の
種
目
や
科
度
に
」
っ
て
は

地
域
の
学
枝
て
な
く
、
食
護
学
枝

や
」
－
月
了
伎
、
ろ
）
，
～
校
な
と
て
勉

強
し
て
い
圭
4
　
そ
の
た
め
『
禅

占
」
児
の
自
“
や
健
常
児
の
1
1
し

い
岬
解
か
得
り
れ
る
か
レ
一
一
か
危

日
ハ
さ
れ
ま
一
－

　
三
者
の
し
つ
に
八
桁
問
題
に
M

ん
て
い
る
人
の
側
に
》
，
ご
一
’
パ

別
だ
め
　
と
い
え
る
．
～
ヒ
も
た
ち

の
一
は
り
し
ざ
を
，
写
ひ
た
い
も
の

て
4

市
同
和
教
育
推
進
研
究
員
連
絡
会
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幅悩帆幌幅帆幅慨幅幅｛帖幅暢暢輪一幅暢醐
賜
　
利
用
の
心
得

暢　
　
ク
レ
！
ノ
ト
カ
ー
ト
は
サ
イ
ン
ひ

幅
暢
と
つ
て
買
い
物
や
食
事
な
と
の
サ
ー

帆
ヒ
ス
を
受
け
る
こ
と
か
て
き
、
し
か

　
・
姦
・
は
か
月
賦
も
あ
・
て

｛
仁
か
っ
た
り
、
分
割
払
い
の
て
き
る

T
の
・
あ
・
参
便
利
・
玄

暢
　
ま
た
、
日
取
近
て
は
　
’
止
額

帆一幅口幅賜｛幅｛琉 　
ま
て
の
お
令
も
貸
し
て
く
れ

　
る
も
の
も
あ
り
圭
す
　
し
か

　
し
f
軽
さ
の
あ
ま
り
ト
ラ
フ

　
ル
に
な
る
例
も
あ
り
ま
す
か

　
り
次
の
よ
つ
な
占
に
d
道
し

　
て
使
い
圭
し
ょ
う
。

　
　
①
自
i
管
理
か
た
い
せ
つ

踊
て
一
画
的
に
無
理
な
一
返
碕

…
・
き
る
か
吉
逃
し
て

㎞
み
る
。

嚇嚇｛
柄
の
全
Ψ
利
な
と
か
西
二
つ
の
て
、

踊
一
　
　
、

嚇
嚇
せ
つ
て
一

嚇
　
・
循
か
め
・
セ
之
、

ー

クレジットカード

　
　
②
カ
ー
ト
の
種
頬
に
女
っ
て
二
人

・
し
た
商
品
の
呉
仔
の
三
石
分
割
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
疑
現

　
辛
に
は
必
ず
目
を
通
」
9
こ
と
か
た
い

イ1官④

か盗
め難
て保
お険
くに
　　八
主り

た保
’i；亭

盗の
ウ～fl内

紛脊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

失
の
際
は
す
ぐ
カ
ー
ト
ヘ
ム
社
へ
連
絡
嚇

す
る
こ
と
・
　
　
　
　
　
　
踊

歪
使
用
・
れ
た
場
合
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
カ
ー
ト
は
持
ち
ル
く
こ
と
か
け
日
通
h

な
の
て
、
落
し
た
り
、
紛
失
し
た
り
櫛

麟
す
る
・
と
か
あ
り
ま
す
・
紛
失
し
た
脇

カ
ー
ト
を
他
人
に
使
用
さ
れ
て
も
盗
崩

難
保
険
に
人
。
て
い
て
、
紛
失
を
工

く
届
け
出
て
い
れ
は
不
旺
に
使
用
さ
嚇

れ
た
分
の
代
金
は
保
険
て
支
払
わ
れ
柵

る
の
か
舌
通
て
す
．
　
　
　
鴨

　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
し
か
し
　
カ
ー
ト
利
川
者
か
不
旺
h

婿
・
れ
・
場
合
、
家
族
、
同
凝
…

な
と
か
無
断
て
使
用
し
た
場
合
な
と
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
は
、
カ
ー
ト
利
用
名
に
貞
狂
か
及
輻

ふ
・
と
か
あ
り
ま
す
ま
た
、
紛
失
舳

の
届
け
出
か
遅
れ
て
も
同
様
て
す
。
　
嚇

　
カ
ー
利
川
名
か
ε
搾
を
負
わ
な
撒

い
条
耐
は
、
カ
！
－
会
桂
に
よ
・
て
脳

。
れ
そ
鍛
感
動
パ
羅

　
　
　
く
こ
と
か
必
黎
て
す
。
　
　
　
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隙

　
ま
た

金
額
を
支
払
わ
な
い
場
合
に
は
、
村
脳

当
高
い
損
占
金
を
塾
川
求
さ
れ
ま
ケ
、
　
恥

販
売
店
に
よ
・
て
代
金
要
求
時
期
か
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨

異
な
る
場
合
か
あ
り
ま
ポ
か
ら
、
結
果
脳

的
に
　
慢
に
多
数
の
買
い
物
に
つ
い
て
嚇

返
済
を
ポ
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
乾
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅

　
返
済
金
額
に
疑
問
が
あ
っ
脳

た
と
き
　
　
　
　
　
　
蟻

　
返
瘡
令
額
に
疑
問
か
牛
し
嚇

・
・
芝
に
二
丈
・
社
・
　

問
い
合
わ
せ
ま
す
。
分
割
払
嚇

い
し
た
と
き
は
、
販
先
価
格
柵

・
～
数
想
と
か
加
わ
り
ま
脳

す
か
ら
、
思
っ
て
い
た
以
一
琳

の
令
額
に
な
・
て
い
る
こ
と
柵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
智

か
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
嚇

、
返
編
日
に
所
定
の
諾
　

炉
f
ψ
が
弍
婁
φ
f
引
9
一
φ
～
奪
孟
ー
ー
葦
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まちど
しにに
たはよ
　　おる
　　な市
　　じ中

乃』

’り

　　1一．

り」’易・

を

盛

　　つ
レ　　し　　レ

な企ぐ
つ山に
たさ　」

11．け幽才

みハ夜
グ）レ

見1
、’

mニド

細か
「．に

か．

祭
り

は

翌
卜

　　き』四
負flj　　　べ♪　　　

i
　
l

．ざかか

らにら
れイ」．’開

’わ催
見れ
牛勿　た　f師

人ほり
プ）か屋
目　’台
を田」』’

！l留）舞
　リ　ニち　hl南

てち隊
いこな

玄

し

たlh

れしじヒ

合
公

園

に

∫れ．

倉た
ケも
，《の

如ト　一．ダ、・

入

が
繰
り

出

ひし
ょ　’

とは1
し

コ

1・卜

ll、こ

夜’日

祭か
り　ら

　　ト

ノかが六
ヒつ1旧i

長て街ま
小な地で
りいキの
　　二中四
四ぎ馳麗日

はが国わに間
約 のいイ」

し回阿を
「
八

が
参

　　　「

わひ
1i波見れ

1川日l

L　’

て前祭
　　夜リ

挙祭に
にのし
騒騒よ

踊せ
り．長

規し
莫

の

セ

し

た

たか．

よ

レノ

祭
り

証［
．く・

レ11〔

六例
1∫の

第1回ひょっとこ祭り

十1五夜祭りもにぎやかに

餓

瓦
篤

し

認，

A
論
調

　　

@　

D
義

盆
癬

・．

_
藁
．

レ
十
五
夜
祭
に
花
を
添
え
る
ミ
ス
着
物
の

　
三
人
（
左
か
ら
荒
牧
裕
子
さ
ん
・
山
本

　
和
江
さ
ん
・
河
野
三
枝
さ
ん
）

▲ユーモラスな踊りが笑いを誘う

▲市街地をパレードする舞踊隊（踊りは十五夜音頭）

、
、
癖
L「

v

ソ
鷺
、
ノ

、
》
醜

業

胴囲
　　嚇　・
富商幼穆碍

▲見立細工（上から　小錦、ひょっとこ、名月赤城山）。
　下2枚左から富高幼稚園の鼓笛隊とチビッコにモテモ
　テのミニーちゃん

レ
第
1
回
ひ
ょ
っ
と
こ
祭
り
で
個
人
賞
に
輝
い
た
三
人
。

　
（
左
か
ら
ミ
ス
タ
ー
ひ
ょ
っ
と
こ
1
1
河
野
美
代
子
さ
ん
、
ミ
ス
お

　
か
め
1
1
渋
谷
功
さ
ん
、
ミ
ス
タ
ー
き
つ
ね
1
1
島
村
虎
男
さ
ん
）

レ
踊
り
疲
れ
て
ひ
と
休
み
。
で
も
、
ど
う
も
気
に
な
る
人
の

　
踊
り
…
…
。
ホ
レ
、
こ
の
と
お
り
体
が
勝
手
に
ピ
ー
ヒ
ョ

　
ロ
ロ
ノ
’

▲特別席はお父さんの肩車

　「雨なんかへっちゃらさ！」

＜
上
か
ら
踊
り
の
審
査
、
団
体

　
の
部
で
優
勝
し
た
「
や
つ
ち

　
ょ
ら
連
」
の
み
な
さ
ん
。

下
2
枚
左
か
ら
細
川
た
か
し

と
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
宮
本
市

長
、
内
藤
や
す
こ
。
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6広報乙語うがu

　　　　　　　　　　　　　　　　　ひえん　　　　　　　　　　　　〈演劇サークル飛燕〉
り発足はいつですか

　55年1月10日です。会員6人でスタートしました。

り楽しいことやつらいこと

　脚本を選ぶのに一苦労。でも公演が終ったあとの

満足感は何ともいえません。年1回のキャンプも楽

しみ。

，サークルのようす

　週に2回の例会は月、金曜の夜、リーダーの別荘

㌣で。ただし、公演の1カ月前からは毎晩けいこに

励みます。

　現在、会員は9人（男4人、女5人）

，自慢話

　「ロンググッドバイJ「バラのべィビーJ「ねず

みとりJが56年から毎年1回行ってきた作品です。

　4回目のことしの公演は11月か12月の予定。何を

やるかはひ・み・つ／

，PRをどうぞ

　演劇に興味があるかた、ぜひ1度のぞいてくださ

い。年齢性別を問いません。

　連絡先は鎌田義憲リーダー宅へ（費②2419、

夜間②8356）まで。

霧
引
剥

糞
糟
鑓
精
幾
還
鑓
蒙

霧
轄

や潮智智契勢グ磐ノ四匪撃‘勢智ヲ2々r肪防・智智㍗がゲゲ伊嚇

　い　け申を
2）ま（1）て”お巾

解まiくいの持は
体聖明圭　丁ち　’
し置旧す糺のつ

き
の
集
一
な
軽
∵
目
遣
巾
－

か
た
へ
、
目
i
め
に
”
発

き
を
一
る
墨
，
呼
ひ
か

に
わ
た
，
て
使
川
し
な

し
こ
あ
る
も
の

た
り
し
て
う
て
に
成
失

優
良
従
業
員

　
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

・
巾
と
日
向
商
i
会
議
所
は
、
こ
と

し
も
巾
内
商
1
業
の
優
良
従
業
員
の

拍
薦
受
付
を
ノ
お
い
ま
す

　
受
付
期
間
は
i
月
　
日
か
ら
i
1
1

　
一
日
ま
て
て
、
擢
三
川
紙
は
蘭
－

会
議
所
、
巾
商
一
水
産
課
に
あ
り

ま
す
，
ま
た
、
対
象
名
に
つ
い
て
の

人
・
群
は
つ
き
の
と
お
り
て
す
。

　
▽
推
薦
の
基
亭
－
①
・
巾
内
に
台
．
肋

を
外
し
　
巾
内
の
商
一
業
に
勤
務
す

る
か
た
。
②
三
内
の
同
　
戯
業
．
暁
に

満
一
h
向
以
i
勤
務
し
て
い
る
か

た
。
た
た
し
、
小
現
模
事
業
所
へ
従

業
1
1
数
か
i
Ψ
へ
　
一
人
以
卜
、
商
業

お
よ
ひ
サ
ー
ヒ
ス
Ψ
へ
に
あ
っ
て
は
ム

人
以
卜
）
に
あ
っ
て
は
満
i
窺
以
一

と
す
る
。
③
過
ム
に
お
い
て
、
巾
優

良
従
業
貝
と
し
て
表
彰
を
受
け
た
こ

と
の
な
い
か
た
。
④
二
業
・
i
と
　
視

　
巾
は
　
こ
と
し
　
帥
目
の
一
1
人
病

f
防
、
d
射
と
畜
人
登
録
を
五
人
の
日

智
て
豹
い
ま
す
の
て
、
飼
い
一
の
か

た
は
必
ず
も
k
り
の
ヘ
ム
斯
て
受
け
．
」

く
た
さ
い
、

　
該
当
す
る
人
は
、
－
後
　
ケ
月
以

一
の
人
。
た
た
し
、
肋
気
や
妊
娠
中

　
児
串
丁
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た

へ
振
り
込
み
の
お
し
ら
せ
て
一

　
i
月
支
帆
国
分
「
1
1
一
几
向
八
月
か

ら
元
月
分
4
は
、
1
月
一
　
日
ツ
⊂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
メ

そ
れ
み
な
さ
ん
の
預
令
日
座
に
振
り

込
み
ま
す
　
次
回
の
お
し
ら
せ
は

月
り
て
す
。

　
な
あ
、
現
況
届
を
さ
れ
た
か
た
て

も
肋
得
の
申
拓
か
な
い
場
合
は
気
給

か
保
招
さ
れ
ま
ナ
の
て
、
甲
め
に
申

q
目
を
碕
ま
せ
て
く
た
さ
い
。

　
児
帝
丁
壷
1
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い

お
た
す
ね
は
巾
福
柑
事
務
所
児
単
母

．
一
係
豊
内
線
＾
六
　
“
へ
と
つ
そ

等
以
内
の
関
係
に
な
い
か
た

擢
…
薦
紅
日
の
提
出
ヒ
お
問
い
ヘ
ロ
わ
び

は
商
ー
ヘ
ム
議
所
（
費
②
h
　
　
　
　
、

巾
商
一
水
培
課
へ
豊
内
線
　
ハ

へ
と
う
そ
。

飼
い
犬

登
緑
と
注
射
を

廃
車
手
続
き
は
早
め
に

歳
六
か
自
児
検
診

ー
マ
マ
忘
れ
な
い
で
ネ
↑

　
十
月
の
一
歳
六
か
月
児
の
健

康
診
査
は
、
十
月
十
八
日
の
午

後
一
時
か
ら
市
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
（
魯
内
線
五
九
五
）
て

行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
十
八

年
、
二
月
一
日
目
ら
三
月
、
一
卜
一

日
ま
て
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

て
す
。
診
査
に
は
、
母
r
健
康

手
帳
も
忘
れ
ず
に
！

10

獅
ﾉ

児
童
手
当
支
給

の
尺
は
レ
ー
日
申
し
出
（
く
た
さ
い

料
↑
は
　
頭
に
つ
き
d
射
料
「
　
白

h
一
円
、
登
録
料
　
下
白
円
7
朋
回

受
け
て
い
な
い
か
た
の
み
）
の
へ
口
j

　
r
　
　

z
I
＾
i
り
ご
む

　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
　

r
　
　
r

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
巾

環
境
衛
／
課
　
容
内
線
ハ
几
四
、

精
し
　

へ
あ
た
一
ね
く
た
ざ
い

あ
た
た
か
い
ご
寄
付
　
　
　
　
日
向
繍
徽
鞠
協
議
介
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
一

h
　
　
　
噛
　
　
　
　
為
付
名
名
　
　
一
高
柄
　
　
亡
く
な
ら
れ
た
か
た

本
　
　
　
　
谷
　
　
玲
　
木
　
イ
旧
　
伯
　
　
　
父
　
・
　
鈴
　
木
　
　
　
　
直

占
　
町
　
川
　
　
関
　
本
　
弥
忠
f
　
　
妹
　
　
　
関
　
本
　
絹
　
r

ヒ
　
　
　
艮
　
　
冶
　
川
　
　
　
明
　
　
　
弟
　
　
　
冶
　
川
　
　
　
－
桐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

原
　
　
甲
　
4
1
又
　
て
る
L
　
　
　
人
　
　
　
甲
　
斐
　
　
　
定
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
　
I

　
　
　
1
一
乃
　
児
－
忠
雄
　
長
男
　
四
一
久
助
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
良
　
　
　
由
…
　
川
　
　
勝
　
　
　
　
　
　
丹
り
　
　
　
山
　
　
川
　
　
ス
　
　
マ
　
　
　
　
　
†

・
四
　
　
川
　
　
内
　
　
　
渋
　
　
谷
　
　
イ
旧
　
人
　
　
　
　
～
　
　
　
　
渋
　
　
谷
　
　
フ
／
エ

n
　
　
　
T
　
　
岡
　
川
　
マ
ス
エ
　
　
人
　
　
　
岡
　
川
　
春
　
郎
　
　
1

、
田
　
d
　
畷
藤
　
製
　
丹
　
後
藤
－
・
、

臼
　
　
　
　
　
　
里
　
　
　
　
”
化
　
　
へ
4
1
　
　
芋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覆
　
　
　
　
　
“
化
　
　
へ
“
　
　
　
ハ
　
ル
　
∫

山
　
　
　
　
卜
　
　
・
中
　
川
　
目
口
　
郎
　
　
長
女
　
一
中
・
　
川
　
か
割
り
亀
．
峰
　
中
　
　
松
　
岡
　
1
1
　
失
　
　
U
心
1
・
　
　
松
　
岡
　
－
－
怯
－
川
－

　
l
　
　
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
臼
　
　
曜
．
　
呂
倉
　
　
耽
　
喪
u
　
山
鳴
ユ
キ

印
刷
　
藤
屋
㌧
貞
叩
刷
株
式
会
社

　
　
　
日
向
巾
本
町
し
番
一
1
1
号

　
　
　
電
話
日
回
代
）
し
　
し
　
雷

　
つ
き
の
か
た
か
た
か
ら
、
日
向
巾

交
通
遺
児
等
育
英
協
写
戚
ヘ
ム
に
あ
付
か

あ
り
ま
し
た
　
あ
り
か
と
ノ
ニ
ざ
い

ま
し
た
　
　
「
敬
称
略
）

　
▽
中
武
1
1
男
・
北
川

あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

　日　IL

種かfl巾
頒り肢勤
は開後膨
利き1りj肖

理圭の少
’す教fl

い　　喪ホ
け　　講1
花　　坤ム
＿　　をは
池　　i　’
坊　　月ll

”Ii

く
わ
し
く
は
巾
税
務
認
（
容
内
線

ハ
　
一
－
）
ま
て
と
う
そ
、

1
教
養
講
座
－

　
　
受
講
し
ま
せ
ん
か

し
て
い
る
も
の

　
ゆ
盗
択
れ
た
り
し

ご
威
失
し
て
い
る
も

の　
な
お
、
r
月
靴
き
の

要
領
は
つ
き
の
と
お

♪
ア
」
4

　
〈
原
動
機
付
自
転

車
（
＝
一
五
㏄
以
下
）

小
型
特
殊
自
動
車
の

手
続
き
方
法
〉

　
届
出
八
の
印
鑑
と

中
の
骨
導
遷
り
を
拍

参
し
て
く
た
さ
い

　
紛
火
し
た
場
ヘ
ロ
は

紛
大
届
け
と
弁
債
金

1
　
　
7
　
1
　

一

　
〈
軽
乗
用
、
貨
物
、

自
動
二
輪
の
手
続
き

方
法
〉

の
托
八
1
1
一
⑳
　
レ

」
－
）
㌧
　
　
　
　
　
　
．

さ
い

霧
恐

に
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

嶋
医宅在日休の月01

切
入鞭属

レ漁期

　
陸
連
局
【
県
軽
自
動
申
協
会
・
含

　
　
　
　
　
　
U
－
し
　
）
ま
た
は

遥
ド
4
f
’
狗
店
て
丁
旧
き
し
て
く
た

小
原
流
の
　
教
か
）
、
茶
道
、
ス
ポ

ー
ノ
ー
ハ
ト
ミ
ン
ト
ン
）
、
着
付
、

琴
、
中
国
血
…
の
八
教
室
て
す
。

　
受
講
こ
希
｝
望
の
か
た
は
つ
き
の
要

領
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
▽
資
格
一
日
向
巾
に
居
仁
ま
た
は

通
勤
5
1
る
　
i
＾
歳
以
ト
の
商
　
n
朋
、

会
社
、
事
務
所
、
病
院
な
と
て
働
く

勤
労
占
少
臼
。

　
▽
申
し
込
み
乃
法
一
勤
労
肖
少
鐸

ホ
ー
ム
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
用
紙

て
泊
接
申
し
込
ん
で
く
た
さ
い
。

　
▽
締
め
切
り
一
回
月
　
i
日

　
▽
受
口
料
一
無
料
「
材
料
代
は
自

己
負
担
）

　
日
向
内
職
相
談
助
て
は
、
内
職
に

関
一
る
相
談
、
あ
っ
せ
ん
を
’
臼
、
て

い
ま
す

　
初
週
月
、
木
曜
日
は
相
談
と
技
術

・
講
習
ヘ
ム
、
’
珂
週
火
曜
日
の
～
，
剛
中
－
は

昆
布
巻
講
4
4
日
八
ム
、
昆
布
巻
は
尚
唱
名
　

の
か
た
て
も
簡
単
に
て
き
る
内
職

て
す
。

　
そ
の
ほ
か
予
袋
か
か
り
、
ハ
ー
ル

画
一
な
と
の
内
職
も
あ
り
ま
す

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
同
相

談
所
（
費
②
　
　
四
1
1
）
へ
お
た
す

ね
く
た
さ
い
。

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

て慌て
と八はそ
う　　1司の

ぞ　　ホほ
。・ @［か

　夜ムく
　間＿わ
　②容し
　　②い

　　　　と
　h　　に
　　　　ノク

　圭内い

隅1踏越噌，1・1・・照・　　気曳劇駈1

日 診　療　　科　　目 1丙（医）院試 ll　所 電　　　、活

内　・外　・放科 和田病翫 中　原 r2〕2045

内　・　小　児　利 侶藤医1；冗 本　田1 （23～21
7

内　・　秦｝II神　科 1竜川1内1ちし 水　川 （2尼109

眼　　　　　　　科 田中II艮利 原　田」 ゆ40｛｝9

内・外皮・必婦・11丁養1 ニー股1内1尻 丈々津 （8、0（B4

10 内　　　　　　　科 今給黎iケ、1洗 切1．川 （D2459

内　・　小　児　科 東　1ケ、院 ド1川田1 ゆ2800

ド・1・小　・放科 、㌔川1与、1・りし 山　　卜 （P4401

14 1｝1　婦　・　内　科 改辺埆1；レし 「　岩 ⑦1011

内　　・　外　　科 樋口1内㌦ ド1川田1 G）10～〔｝

外・門外・胃腸・皮科 r代田」内壁」 鶴　岡 ④7111

21
ρ1　婦　　人　　科 柳川レ、1ちし 都　田」 ②2950

内　　　　　　　利 人’例ケ、院 北　岡 〔2Bぢヨ7

ρ1婦・外・胃腸・放 二本【ケ、院 行　雇 ①44（）8

28

内　・　小　児　科 田中1ケ、跣 d艮田1 （2）2515

楯　　　神　　　科 協和1内院 ll　遺 中2806

★
冠
婚
葬
祭
の
簡
素
化
に
こ
協
力
を
！
（
市
区
公
儀
）
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